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例言

1.本書は相原市教育委員会が2000年度に実施した船橋遺跡2000-1次 と、過去に実施した平尾山古

墳群1993-1次、同1993-2次 、大県遺跡19987次、奥山遺跡19971次 の発掘調査慨報である。

2.調査は相原市教育委員会社会教育課石田成年が担当した。

3.本書図中の方位は磁北、標高はT,P。である。

4.第 3章において、人尾市立曙川小学校教諭奥田尚氏から玉稿を賜った。記して謝意を表します。
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第 1章 船橋遺跡

2000-1次 調 査

。調査対象地 相原市大正 3-637-1の一部 他

。調 査 期 日 2000年 9月 28日 ～10月 2日

・対 象 面 積 826.45m2

1.調査概要

当該調査は店舗新築工事に伴う発掘調査である。

当該地周辺では現地表下120cul付近を検出面とし

て、時期用途とも不明の土坑が現れることが多く、南

に接する柏原郵便局移転新築工事に伴う発掘調査に

おいても溝状あるいは方形の上坑を17基検出した

(F相原市遺跡群発掘調査概報』相原市文化財概報

1994-Ⅳ )。 本調査に先立ち7月 28日 に実施した試掘

調査でも同様の上坑を検出したことから、浄化槽部

分 (40.4m2)に ついて発掘調査を実施することとし

た。なお建物本体部分については基礎深度が遺構検

出面に達しないことから工事時に立ち会うこととし

て、断面観察のみにとどめた。

掘削箇所は敷地の西端にあたる。現地表下約100cm

において、暗緑灰色砂質土層を穿ち、砂を埋土とす

る土坑を2基検出した。うち 1基は調査区外へ続く。

いずれも南北方向に長い。調査区中央の 1基は長さ

440～ 470cm、 幅185cll、 深さ57～ 86cmを測る。南半

ではさらに深く掘られている。約30clnの単位をもっ

て段々に掘削されたようである。土坑の用途、目的

は不明である。

写真 1 遺構 (西から)

図2 対象地位置図 (S-1/7500)

写真 2 作業風景



第 2章 平尾山古墳群

1993-1次調査
。調査対象地 猫原市雁多尾畑5622 他 5筆

・調 査 期 日 1993年 1月 6日 ～ 1月 13日

・対 象 面 積 2,195,00m2

1.調査概要

当該調査は農地改良工事に伴う発掘調査である。

1992年末、東山山中で山を削り、工事用進入路の工

事が行われているとの通報が市民から寄せられた。現

地に赴き、開口する古墳 1基を工事地内に確認した。

工事については文化財保護法に基づく届出がないま

ま着手されていたことから、まず工事の一時中止を

求め、届出と調査が必要である旨指導した。そして

原因者負担事業として契約を締結した後、

調査に着手した。調査に要した諸費用は

依頼者である古河組の負担による。

本墳は大阪府教育委員会が1974年 に実

施した分布調査 (F平尾山古墳群分布調査

概要』大阪府文化財調査概要 1974-11

大阪府教育委員会 1975年 3月 )に よる

ところの「平尾山古墳群平尾山第 9支群

2号墳」である。標高は石室床面で約

165.5mである。

2.石 室

墳丘は調査着手時には工事によりすで

に失われており、原況は全く知りえない。

石室は南に開口する両袖式の横穴式石

室である。規模は石室現存長820clll、 玄室

長340clll、 玄室幅230～ 250cln、 玄室高220

～270cm、 羨道長480cm、 羨道高180clll、 羨

道幅160～ 180cmを それぞれ測る。平面的

図3 対象地位置図 (S=1/7500)

写真 3 全景 (南から)



-167m

ゐ 凸

◎

住

Γ
‐
‐
‐
‐
く
＼

1有‐
覇

輝
>ル(↓′

一

 
‐ヽ

ヽヽ    フ ー″
と:3'こ

３

「

‐

―

ノ

図 4 9-2号 墳

3m



には左側壁側が直線的に構成され

ているように見える。左側壁を基

準に石室が構築されたのであろう

か。玄室の天丼石は 1石、また羨

道の天丼石は 1石のみ遺る。本来

は 2～ 3石が架構 していたのであ

ろう。

玄室内には厚さ50～ 70cmの流入

土があり、凝灰岩片が混入 してい

た。玄室中央には棺台と思われる

石が 4点遺っていた。本来 6点で

構成されていたのであろうか。こ

れらが棺台として機能し、長さ210

clll、 幅100cm前後を測る石棺が安置

されていたと思われる。この構台

の周囲には、径 5 cmほ どの小礫が

敦かれていた。

羨道中央近 くから石室外に向け

てつF7k溝 を検出した。現存長は550

cmである。北端130cmについては溝

状 に掘削 されているのみである。

それより南は溝の両側に石を立て

並べ、さらに上部に石を載せてい

る箇所がある。ただし調査着手時

には 3石 を確認 したのみである。

内部に底石や礫の充填はない。

出土遺物のうち土器 4点を図示

した。lは須恵器短脚高杯。器高7.6

cm、 口径 9,3clllを 測る。 2、 3は須

恵器杯。 2は器高3.9clll、 口径 14.2

cmを 測る。 3は器高 4.2 cm、 口径

12.3cmを測る。 4は土師器壷で排

土中から採取 した。表面全体の摩

減が著 しく調整等は不明である。

これら土器類の他に銀子 と思われ

写真 4 玄室

写真 5 玄室右側壁

写真 6 玄室左側壁



る、針状を呈する金属製品がある。

径約0.2cm、 長さ8.5cm以上で両端

部は欠損 している。図 5に ×印で

示 した箇所からの出上である。

写真7 羨道

写真 8

図5 出土遺物 (S=1/4)



1993-2次調査

・調査対象地 柏原市青谷 1677 他

・調 査 期 日 1993年 3月 1日 ～ 3月 12日

・対 象 面 積 9,890.00♂

1.調査概要

当該調査は農地改良工事に伴う事前発掘調査であ

る。工事内容は谷部を埋めることで地盤を嵩上げし、

農地を改良しようとするものである。事前の踏査で

財象地内に開口する2基の古墳を確認 した。しかし

工事によりそれらは完全に埋没し、通常望見できう

る状況ではな くなるものであっ

た。事業者である古河組と協議 し、

古墳については調査後、保存の措

置を執 り、また工事を慎重に実施

するよう指導した。保存がはから

れることになったことから、本事

業は市単独事業として実施した。

本墳は大阪府教育委員会が1974

年に実施した分布調査 (『平尾山古

墳群分布調査概要』大阪府文化財

調査概要197411 大阪府教育委員

会 1975年 3月 )に よるところの

「平尾山古墳群平尾山第 8支群17号

墳」と「同18号墳」である。

調査終了後、両墳とも土嚢によ

り入口部を厳重に閉塞し、埋没に

耐えうるような措置を執った。

2。 第 8支群 17号墳

本墳は床面での標高154.4m、 南

向きの斜面にある。

墳丘の確認のため古墳の北側に

調査区を設定し、地山まで掘削し

た。調査区北半では地山は現地形

図 6 対象地位置図 (S=1/7500)

写真 9 全景 (南から)

写真10 全景 (東南から)
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写真11 8-17写真

図 8 8-17号 墳 (S=1/80)



の傾斜 よりやや角度を持ち、奥壁

から約420cm北 、標高157.5m付近

で角度を緩やかにする。封土や石

室掘形の状況は明瞭には認められ

なかった。

主体部は南に開口する横穴式石

室である。規模は石室現存長430

cm、 幅140～ 190cll、 高さ180cmを そ

れぞれ測る。平面的には右側壁が

直線的である。これは奥壁の状況

からも奥壁、右側壁を基準に構築

されたことを示すものと思われる。

両壁 とも奥から3石 目が内に突出

してお り、それをもって袖 として

いるのであろうか。床面には敷石、

排水溝等の施設は認められなかっ

た。

遺物として銀子が 1点出上した。

3。 第 8支群 18号墳

本墳は床面での標高154.Om、 南

向きの斜面で、先述の第 8支群17

号墳の東方約13mにある。

墳丘の確認のため古墳の北側に調査区を設定 し、地山まで掘削 した。地山は159.5m付近から急角

度で落ち、奥壁から約250clll北 、標高156.4m付近で最 も低い。一端上昇 し、奥壁方向に向かうので

あるが、封土や石室掘形の状況を確認するには至らなかった。

石室は南に開口する無袖の横穴式石室である。規模は石室現存長500cm、 幅 140cm、 高150～ 180

cmを それぞれ測る。左右両側壁を比較すると、右側壁の方が整然と構築されている。石室前面につ

いては、両側壁、天丼石とも採石によるものであろうか、失われている。

床面には敷石が全面に敷かれていた。大きさは最大80cm前後を測るものから拳大まで様々である。

床面については敷石を除去しての掘削は行わなかったため、それ以下の状況は不明である。しかし

石材の長辺を主軸に直交させて石室主軸方向に並べたような石列が見える。つF水溝の蓋石の可能性

がある。この蓋石のみが突出することに対し、床面全面に石を敷くことで平面を形成しているかの

ようである。

出土遺物 (図 10)は土器、鉄製品である。土器は須恵器高郭 1点 と土師器杯 2点。須恵器高杯は

写真12 玄室右側壁

写真13 閉塞作業



写真14 8-18号墳

図 9 8-18号 墳 (S-1/80)
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杯部脚部の接合部の破片で、長方形の透かしが

2方にあく。土師器郭は郭内部にナデの後、放

射状の暗文を施す。

鉄製品は鑑 1点 と釘 5点である。鑑は一方の

屈曲部を遺すのみで両端を欠 く。釘 5は長さ

10.8om、 断面は方形で、先端を屈曲させた形

状のものである。構材の木質が付着 し、木目は

ヨコ方向である。釘 6～ 9は頭が円形のもの。

6のみ完形で長さは7.Ocm。 その他は先端を欠

損 している。木質が付着するものもあり、 7は

タテ方向、 8は ヨコ方向の木日である。

②

吻詔
9

図10 出土遺物 (土器 S=1/4、 鉄製品 S=1/2)

写真15 玄室

写真17 叙子 写真16 床面敷石



第 3章 大県遺跡

1998-7次調査

・調査対象地 相原市平野2-369-3 他

・調 査 期 日 1998年 10月 7日 ～■月 9日

。対 象 面 積 1,461.00m2

1.調査概要

相原市平野2-369-3他 における宅地造成に伴う調査

である。調査対象面積は1,461.00m2。 依頼者から作

業員の提供を受け、 10月 7日 に着

手した。遺跡地図上での対象地の

遺跡名は「大県遺跡」であるが、

調査の対象となったのは「平尾山

古墳群平野大県第 6支群 1号墳」

と「同 2号墳」 (F平尾山古墳群分

布調査概要』大阪府文化財調査概

要1974-H 大阪府教育委員会

1975年 3月 )である。なお墳丘は

調査着手時には工事によりすでに

失われており、原況は全く知りえ

ない。また調査中の11月 9日 には

現地に赴くとすでに古墳が 2基と

も撤去されており、そのため墳形、

規模等の詳細な情報を得られなか

った。特に2号墳については石室

埋土掘削途上の撤去であり、石室

構造、床面状況等、詳細を全 く知

り得なかった。

現地調査では、依頼者である大

橋建設から作業員の提供を受けた。

写真18 全景 (南から)

(S=1/7500)対象地位置図

写真19 6-2号 墳近景
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写真20 6-1号 墳
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図12 6-1号 墳 (S=1/80)
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2。第 6支群 1号墳

急峻な南向 きの斜面上にある。

1号墳は無袖の横穴式石室で、石

室長700cm以 上、幅 1 70cm、 高さ

200cmを測る。主軸は磁北から西に

約 3° 振っている。奥壁は調査着

手時にはすでに無 く、側壁の一部

や天丼石 と同様に、盗掘か採石に

伴い撤去されたようである。厚さ

約80cmの石室埋土には、石棺材 と

して使用されていたと思われる石

材が細かく砕かれて混在 していた。

右側壁には大 きさ200cm× 130cm

の石材をはじめ

比較的大 きな部材 を使用 してい

る。床面には敷石、排水溝等の施

設は認められなかった。

出土遺物 (図 14。 15)は須恵器

26個体で、ほとんどが奥壁から約

400cm南 の西壁に接する箇所に集中

していた。埋葬に伴って置かれた

様子ではなく、片付けられ無造作

に積み重ねられているかのような

状態であった。なお調査中に須恵

器高郭の杯部 1点を盗難で失った。

須恵器蓋 1～ 9の法量は器高5。 3

～5.8cm、 径 15.5～ 16.3cmを 測る。

これらは有蓋高杯 10～ 17と セット

となるものであろう。須恵器蓋25

は集積された一群ではなく、奥壁

に近い石室中央近くでの出土であ

る。出土箇所は異なるが台付長顎

壺26と セットになるものであろう

か。外面に2条のヘラ記号がある。

有蓋高郭10～ 17は、器高19.9～

写真21 右側壁

写真22 左側壁

写真23 出土状況
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図13 出土遺物 (1)(S=1/4)
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22.2clll、 杯部径 13.3～ 14.Ocm、 脚部径 15.4～ 17.3cmを 測る。脚部内面に顕著に遺る。透かしは長方

形で 2段、 3方に空 く。

台付長頸重261ま 器高24.4cm。 脚部上部の 2方向に長方形透かしが空 く。

器台24は器高40.4cmを 測る。台部には外面に平行タタキ、内部には同心円の当て具痕が遺る。筒部

から脚部にかけては上部から長方形の透かしが縦一列に3段で 3方に、そして三角形の透かしが 1段

上方の長方形透かしと位置をずらして 3方に空 く。それぞれの段は2条の凹線状沈線で区切られる。

石棺片はコンテナ 2箱分を採取 した。二上山西麓産の凝灰岩以外に白色あるいは緑灰色を呈する

「高室石」を多 く含む。部材には組み合わせることを想起させる細工が施されているものがある。そ

のうち2〕点を図示した (図 15。 16)。 2点 とも破片であり全体の形状は知り得ない。27は長さ37.0

cm、 幅14.8cnl、 厚さ6.Ocmを 測り、片面に幅4.5cm、 深さ1.Oclllの 溝が穿たれている。表裏に幅0。 8cll

図14 出土遺物 (2)(S=1/4)
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前後の工具痕が顕著に遺る。朱の塗布も認められる (図

中網点で図示)。 小口面に溝を穿つ際の設計線であろう

か「井」状の沈線が見られる。28は長さ34.5釦 、幅17.0

cm、 厚さ6.Ocmを測り、片面に幅4.9cm、 深さ0。 9cmの溝が

穿たれている。小口には石棺構築時に組み合うよう0.5

cm程度の突起を削り出している。同規模の破片がもう1

点 (写真25後方)あ り、長さ35cm、 幅19cm、 厚さ9,5cm

を測り、長辺の片面を切り欠く。一部に朱が遺る。

須恵器から、 6世紀後半から7世紀初め頃に少なく

とも2度の埋葬があったものと思われる。

写真24

図15 出土遺物 (3)(S=1/4)
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写真25 石棺片

図16 出土遺物 (4)(S-1/4)



3.第 6支群 2号墳

先述の 1号墳から東に15m隔たる。石室長200cm以

上、幅240cm、 高さ270cHlを 測る。主軸は磁北から西に

約34° 振っている。石室内部は中近世に数度盗掘を受

けているのか、当該期の上器陶磁器類が石室埋上に混

在し、床面近くでは、火を使用した状況も看取された。

近現代には石室構成材の採取も行われたようで、 1石

のみ遺る天丼石には矢痕が見られる。埋土の厚さは約

160calで、上半には遺物を全く含まない。

出土遺物として須恵器、瓦器、石棺材、銭貨がある。

須恵器は短脚高郭、広口壷である。石棺片は砕かれた

状態で埋土に混じっており、コンテナ2箱分を採取し

た。二上山西麓産の凝灰岩が主である。縄掛突起状の

細工を施した部材も見られる。銭貨は「天聖元宝」で

直径2.5cmを 測る。

写真26 6-2号 墳
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「平尾山古墳群平野大県第6支群1号墳、同2号墳出土石棺材の石種」  奥田 尚

平野大県古墳群第 6支群 1号墳、同2号墳から出上した石棺材の破片を肉眼で観察した。 1号墳

から出土した石棺材の石種は、石英安山岩質凝灰岩、石英安山岩質溶結凝灰岩、流紋岩質凝灰角礫

岩Aであり、 2号墳から出上した石棺材の石種は、石英安山岩質火山礫凝灰岩B、 流紋岩質凝灰角

礫岩Bである。これら石種の特徴とその採取推定地について述べる。

・石種の特徴 と採取地について

石英安山岩質凝灰岩 :色は淡灰色で、層理面がある。層理面に沿って割れている。構成粒は、火

山ガラス、石英、長石、輝石である。火山ガラスは無色透明、粒形が東状、貝殻状、フジッボ状で、

粒径が0。 3～ 0.7n4K量が中である。ガラス質部が溶けて、形のみが残る。石英は無色透明、粒形が

角、粒径が0.2～ 0.3mun、 量が多い。稀に、灰色透明の石英が見られる。灰色透明の石英は、粒状で、

粒形が角、粒径が0.2～ 0,341alである。長石は無色透明、粒形が角、粒径が0。 2～ 0。 3mll、 量が多い。

輝石は黒色透明、粒形が亜角、粒径が0.2～ 0.3111m、 量がごくごく僅かである。基質は灰白色透明で、

孔が多い。

このような岩相を示す岩石は、加西市高室付近に分布する流紋岩質溶結凝灰岩の岩相の一部に似

ている。石材名としては高室石の範疇に含まれる。

石英安山岩質溶結凝灰岩 :色は青灰色である。裸眼では認められにくいが顕著な溶結を示す。構

成粒は、火山ガラス、石英、長石、黒雲母、輝石である。砕けているものが多い。火山ガラスは、

粒形が束状、貝殻状、球状で、粒径が0.3～ 0.541111、 量が多い。ガラス質部が溶けて、形のみが残る。

石英は無色透明、粒形が角、粒径が0.2～ 0.311ul、 量がごく僅かである。複六角錐をなす石英が見ら

れる。長石は無色透明、灰白色透明、粒形が角、粒径が0,3～ 0,71un、 量が僅かである。短柱状で自

形をなすものが多い。黒雲母は黒色、粒形が角で、粒径が0,3～ 0.411nl、 量がごくごく僅かである。

輝石は黒色透明、短柱状で、粒形が亜角、粒径が0,2～ 0。 3Hlnl、 量がごくごく僅かである。ごく稀に、

l llmに 達するものがある。基質は青白色、ガラス質である。

このような岩相を示す岩石は、加西市高室付近に分布する流紋岩質溶結凝灰岩の岩相の一部に酷

似する。石材名としては高室石の範疇に含まれる。

流紋岩質疑灰角礫岩A:色は灰白色で、黒色と白色の粒が点在する。構成礫種は流紋岩、流紋岩

質溶結凝灰岩、軽石である。流紋岩は灰色、粒形が亜角、粒径が 7 41dlで ある。石基がガラス質であ

る。流紋岩質溶結凝灰岩は黒色、粒形が亜角、粒径が 2～ 15HIIn、 量が多い。稀に、粒径が 8 clllに及

ぶものもある。軽石は黄灰白色、粒形が亜円、円で、粒径が 2～ 3011Hl、 量が多い。稀に、粒径が 7

cnlに 及ぶものもある。基質は黄灰白色で、緻密である。

このような岩相を示す岩石は、二上山西麓に分布する三上層群下部 ドンズルボー層の溶結してい

ない岩相の一部に酷似する。採石場所としては南河内郡太子町牡丹洞の東方付近が推定される。

石英安山岩質火山礫凝灰岩 :色は灰色で、亜円～円礫の軽石の塊である。軽石は、黄灰白色と灰

色のものがある。黄灰白色の軽石は、粒形が円、粒径が1～ 20HHl、 量が非常に多い。この軽石には、
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稀に、粒径が 0.5alm程度の輝石の斑晶がごくごく僅かに認められる。灰色の軽石は、粒形が亜円、粒

径が 2～ 1511un、 量がごく僅かである。粒状をなす黒色の物質は、粒径が 2～ 3 11Hl、 量が僅かである。

基質は灰色で、緻密である。

スコリアの塊のようであり、火山噴出物の下部によくみられる石である。このような岩相を示す

岩石は加西市から高砂市にかけて分布する石英安山岩質溶結凝灰岩の最下部の岩相の一部に見られ

ると推定される。同質の岩石が分布する場所を確認するに至っていない。

流紋岩質凝灰角礫岩B:色は灰白色で、黒色と白色の粒が点在する。構成礫種は流紋岩質溶結凝

灰岩、軽石である。流紋岩質溶結凝灰岩は黒色と茶褐色のものとがある。黒色の流紋岩質溶結疑灰

岩は、粒形が角、亜角、粒径が 3～ 2011ull、 量が多い。茶掲色の流紋岩質溶結疑灰岩は、粒形が亜円、

粒径が40～ 45111m、 量がごくごく僅かである。軽石は白色、粒形が亜角、粒径が 3～ 15nl■ l、 量が中で

ある。基質は灰白色、緻密である。

このような岩相を示す岩石は、二上山西麓に分布する三上層群下部 ドンズルボー層の溶結してい

ない岩相の一部に酷似する。採石場所としては、黄褐色の流紋岩質溶結凝灰岩の礫が含まれること

から、南河内郡太子町鹿谷寺跡の北方付近が推定される。

・高室石の石棺 について

高室石を使用している石棺についての研発はあまり進んでいないと言えよう。播磨系石棺材とし

ては、伊保山付近の龍山石、池付近の龍山石、加西市の長石、同市の高室石がある。高室石の使用

は、加西市の玉丘古墳の長持形石構に始まると言える。河内、大和、山城に於いても、高室石を使

用している石棺は若子の古墳に見られる。河内では、人尾市神立にある芝塚古墳の奥棺、愛宕塚古

墳出上の石構片、相原市山ノ井瑠璃光寺の石構仏である。大和では平群町西宮の烏土塚古墳前棺で

ある。山城では向日市の物集女車塚古墳棺がある。ここに挙げた石棺は全て組合式家形石構である。

石材の使用傾向がわかる棺で判断すれば、芝塚古墳奥棺は石棺材の全てが高室石である。物集女車

塚古墳棺は高室石と牡丹洞東方付近の石が使用されている。ここに挙げた古墳は独立墳であり、比

較的規模が大きな古墳である。今回の調査で、群集墳にも使用されていることが明らかとなったと

言える。
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第 4章 奥山遺跡

1997-1次調査

・調査対象地 相原市旭ヶ丘4-4985-1 他

・調 査 期 日 1997年 1月 27日 ～9月 19日

・対 象 面 積 43,200m2

1.調査概要

当該調査は1996年度と1997年度に原因者負担事業

として実施した、西名阪自動車道オ自原料金所新設に

伴う発掘調査である。発掘調査では、サヌカイトを

含有する礫層の地山を穿つ直径100～ 300cm、 深

さ50～ 200cmを 測る土坑を多数検出した。石器

の未成品、欠損品も多数出土したことから、弥

生中期頃の石器生産遺跡と想定した。その概要

は1998年 3月 に F奥山遺跡発掘調査概報 (相原

市文化財概報1997-Ⅳ )』 として刊行した。古墳

時代遺物については未掲載であったので、ここ

に報告するものである。

図18に示した土器は、調査B区の西端、表土

下約50cmの地山直上近くで出土した。遺構に伴

うものではない。対象地内にも古墳の痕跡は一

切認められなかった。周辺に目をやると、谷を

挟んで南西約400mの西向き斜面に古墳時代後

期の古墳群とされる「誉田山古墳群」がある。

盗掘等によりそこから持ち出され、この場所に

廃葉したものかとも思われる。

一才

多

図18 出土遺物 (S= 1/4)

図17 対象地位置図
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ふ り が な

所収遺跡名

な

地

が

在

小ヽ

所

コ  ー   ド
オヒ和子 離 調 査 期 間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

絡 桔 美ピ3丁 目 27221 FH201X/1

度

分

秒

峨
船
効

19990928-

20001002
827コ

『
店  舗

学た洒古墳群

瀧グ 鹿姉 27221 IIYK103‐ 1

度

分

秒

４

４

１

峨
船
り

19930106-

19930113
2,195■ド 農地改良

箸 林谷 27221 IIYK19a3‐ 2

度

分

秒

４

４

９

峨
断
り

19930301´～

19930312
9,890コ〆 農地改良

哭 黛 平 野 2丁 目 27221 OG1998-7

度

分

秒

４

５

７

賊
筋
り

19981007～

19981109
1,461m2 宅地造成

Ж奥 衡山 妃修量4丁 目 27221 OY1997-1

度

分

秒

４

４

７

峨
筋
り

19970127～

19970919
5,000コド 料 金所

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 調 査 期 間 特  記 事 項

船 橋 集 落 近 世 土 坑

平尾山古墳群 古 墳 古 墳 横 穴 式 石 室 須恵器、土師器

平尾山古墳群 古 墳 古 墳 横 穴 式 石 室 須恵器、土師器、鉄製品

大 県 古 墳 古 墳 横 穴 式 石 室 須恵器、土師器、石棺、銭貨

奥 山 Ⅷ 弥 生 土 坑 サヌカイト、鰯 、土師器
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